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魅力いっぱい！私の学校
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亀
山
小
学
校

亀
山
小
学
校

創
立
１
３
２
年　
　

現
在
、
５
６
８
人
の
児
童
が
、

　

由
緒
あ
る
史
跡
に
囲
ま
れ
な
が
ら

　
　
　
　
　

楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　大きな幹のクスノキが天に向かって枝を伸ばしているその
下に、ひっそりと三つの石碑が立っています。二

にのかたけんいち

方兼一第 15
代本校校長の業績をたたえる石碑、江

え

畑
ばたつる

鶴の篤
とっこう

行をたたえる
石碑、そして、一世を風

ふう

靡
び

した改造社の創始者山
やまもとさねひこ

本實彦の業
績をたたえる石碑です。本校 132 年の歴史を感じさせる場所
です。

森
もり

屋
や

　雅
まさ

夫
お

 校長亀山小学校

　

｢

神か
み
か
め
や
ま

亀
山
の
（
＊
１
）み
ふ
も
と
に
、
育

つ
わ
れ
ら
は
、
一
筋
に｣

で
始
ま

る
校
歌
の
ご
と
く
、
新
田
神
社
を

は
じ
め
可え

の愛
山
稜
な
ど
、
由
緒
あ

る
史
跡
に
囲
ま
れ
た
亀か
め
や
ま山
小
学
校

は
、
本
年
度
創
立
１
３
２
年
目
を

迎
え
ま
す
。
現
在
、５
６
８
人（
男

子
２
９
９
人
、
女
子
２
６
９
人
）

の
児
童
が｢

か
し
こ
い
子
、
め
あ

て
を
も
っ
て
が
ん
ば
る
子
、
や
さ

し
い
子
、
ま
ご
こ
ろ
を
つ
ら
ぬ
き

通
す
子｣

を
校
訓
に
、
明
る
く
元

気
い
っ
ぱ
い
学
ん
で
い
ま
す
。

　

確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
る
た

め
に
、
１
時
間
の
授
業
充
実
は
も

ち
ろ
ん
、
ハ
ッ
ス
ル
タ
イ
ム（
補

充
指
導
の
時
間
）や
朝
の
国
語
・

算
数
タ
イ
ム
を
活
用
し
た
取
り
組

み
、
子
ど
も
た
ち
の
読
み
取
る
力

を
は
ぐ
く
む
た
め
の
学
習
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
た

英
語
活
動
な
ど
の
教
育
も
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
基
本
的
な
生
活

習
慣
、
家
庭
学
習
の
確
立
を
目
指

し
た「
ハ
ッ
ス
ル
デ
ー
」を
実
施
し
、

学
校
と
家
庭
が
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
親
子
読
書
会｢

に
こ

か
め
会｣

に
よ
る
読
書
好
き
な
子

ど
も
を
は
ぐ
く
む
た
め
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
の
活
動
、
地
域
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
の
稲
作
活
動
や
ウ

ナ
ギ
の
放
流
体
験
活
動
、
郷
土
料

理
作
り
、
も
ち
つ
き
大
会
、
亀
山

地
域
子
ど
も
安
全
守
り
隊
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
綱
引

き
や
は
ん
や
踊
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
郷
土
の
行
事
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
、
保
護
者
や
地
域
に

支
え
ら
れ
た
学
校
と
い
え
ま
す
。

■
特
別
支
援
教
育

　

本
校
に
は
、
子
ど
も
一
人
一
人

の
実
態
を
的
確
に
把
握
し
、
学
ぶ

ス
ピ
ー
ド
や
発
達
段
階
を
大
切
に

し
た
支
援
や｢

言
葉｣

・｢

聞
こ
え｣

の
つ
ま
づ
き
改
善
へ
の
支
援
、
学

習
や
行
動
面
で
困
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
支
援
を
行
う
教

室
が
あ
り
、
ほ
か
の
学
校
か
ら
も

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
学
び
に
来

て
い
ま
す
。
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Librar y

各図書館にお越しください。

行こうよ！図書館へ

中央図書館　　　　 0996（22）3542

図書館樋脇分館　　 0996（38）0009

図書館入来分館　　 0996（44）3111

図書館東郷分館　　 0996（42）0053

図書館祁答院分館　 0996（55）1111

図書館里分館　　　 09969（3）2958

図書館上甑分館　　 09969（2）0001

図書館下甑分館　　 09969（7）0390

図書館鹿島分館　　 09969（4）2211

－ 問合先 －

余命１ヶ月の花嫁
TBS「イブニング・ファイブ｣　編
（株式会社マガジンハウス）
　愛する人が「あと１カ月の命」と言
われたらどうしますか。乳がんになっ
た女性の 24 年間の人生をつづった本
です。

おしえて、ぼくらが
持ってる働く権利
首都圏青年ユニオン　監修
清水直子　著者
たかおかおり　マンガ
笹山尚人（弁護士）　法律監修
（合同出版株式会社）
　“ 働きにくさ ”が広がる日本。雇う
より雇われる側の立場が弱くなりが
ちです。そんな労働者の必要最低限
の働く知恵と法律知識、解決方法を
盛り込みました。

お気に入りの１冊を、
　見つけてみませんか

　

い
よ
い
よ
本
年
も
残
り
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。１
年
の
間
に
皆
さ
ん
は

ど
ん
な
本
を
読
み
ま
し
た
か
。そ
し

て
、心
に
残
る
よ
う
な
１
冊
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、１
冊
も
本
を
読
ん
で
い
な
い

方
は
ま
だ
時
間
が
あ
り
ま
す
。機
会
を

つ
く
り
、図
書
館
へ
足
を
運
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。何
げ
な
く
手
に
し
た
１
冊
が

新
し
い
世
界
を
開
い
て
く
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

ど
ん
な
本
が
あ
る
か
は
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
検
索
で
き
ま

す
。新
聞
や
雑
誌
も
あ
り
ま
す
よ
。

■
図
書
館
で
の
本
の
貸
し
出
し

　

本
市
に
居
住
し
て
い
る
方
ま
た
は

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
な
ら
ど
な
た

で
も
貸
し
出
し
で
き
ま
す
。

　

利
用
す
る
に
は
利
用
者
カ
ー
ド
が

必
要
で
す
。運
転
免
許
証
や
保
険
証
な

ど
の
本
人
お
よ
び
現
住
所
が
確
認
で

き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。１
人

５
冊
ま
で
、２
週
間
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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（合同出版株式会社）
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つ
く
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運
ん
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ま
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ん
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冊
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し
い
世
界
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る
か
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し
れ
ま
せ
ん
。

　

ど
ん
な
本
が
あ
る
か
は
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
検
索
で
き
ま

す
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や
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誌
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あ
り
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す
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■
図
書
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で
の
本
の
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本
市
に
居
住
し
て
い
る
方
ま
た
は

通
勤
・
通
学
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て
い
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方
な
ら
ど
な
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し
出
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で
き
ま
す
。

　

利
用
す
る
に
は
利
用
者
カ
ー
ド
が

ふれあいグランドゴルフ大会 子ども安全守り隊の皆さん 校内綱引き大会
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必
要
で
す
。運
転
免
許
証
や
保
険
証
な

ど
の
本
人
お
よ
び
現
住
所
が
確
認
で

き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。１
人

５
冊
ま
で
、２
週
間
借
り
る
こ
と
が
で

５
冊
ま
で
、２
週
間
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

Librar

闇の子供たち
梁石日　著（株式会社解放出版社）
　抑圧と貧困が支配する世界で、人身
売買の犠牲となっている子どもたちの
悲劇の運命とは…。

YA 新書よりみちパン！セ
『いのちの食べかた』
森達也　著　　100％ORANGE　画
（株式会社理論社）
　人は生きていく上で多くの命を犠牲
にしています。命を食べるからこそ、
命を無駄にしないことの大切さを伝え
ます。

もったいないばあさんと
考えよう世界のこと
真珠まりこ　作・絵
（株式会社講談社）
　同年齢の子どもでも、住んでいる国
によって生活が違います。世界の子ど
もを９歳に絞って分かりやすく比較し
ます。

ちいさなサンタ
まちにいく
アヌ・ストーナー　文
ヘンリケ・ウィルソン　絵
若松宣子　訳（株式会社岩崎書店）
　サンタクロースが住む村には、小さ
なサンタと大きなサンタがいます。で
も、街に行けるのは大きなサンタだけ。
小さなサンタは森の中の担当でした。

（＊１）本来は「しんきさん」と読むが、本校は上記の通り読みます。


